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以下の署名用紙に賛同される方は、

●署名を集めて福島市長へ送付するか、

●市議会へ請願をするか、

●紹介議員を一名以上みつけて、紹介議員を当方へ紹介してください。

●紹介議員とは内容に賛同する議員のことをいいます。市議会へ請願書を提出するには、市議の中から、

内容に賛同する議員を一名以上集めなければいけません。

●役所ならびに議員は、民意を無視できない体質にあります。

よって民意を役所・議会へ伝えることはとても大切です。本署名簿は条例制定を目的とします。条例制定が

達成されないにしても、民意を役所・議会等へ伝えることは世論形成につながります。

正しい世論形成ができれば、繁殖する不良飼い主が激減します。現に、福島市内においては急激に去勢

避妊が浸透し、『繁殖してる不良飼い主マップ』を作成して当方まで送ってきた方までいます。

ここまでくると去勢避妊を受けさせない者は肩身が狭いようです。今後、更に動物福祉を充実させるために

条例制定を。いのちを粗末にする者から罰金を徴収することは『平等の原理』に即した策だと思います。
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去勢避妊手術を受けさせない飼い主へ罰則を科す条例制定を

求める署名簿
福島市議会議長 殿

【請願内容】

去勢不妊を受けさせない飼い主へ罰金を科す条例制定をお願い致します。

【請願理由】

１、処分数削減のため。

２、処分にかかる費用は税金で賄われている。去勢不妊を受けさせない飼い主へ罰金を科すことは処分数

削減につながり、処分にかかる公費を削減できる。処分に携わる職員の精神的苦痛を軽減できる。

３、特に顕在化しているのが野良猫問題。 野良猫が増える原因は、

●繁殖した飼い主は、自分では飼えないため、もらってくれる人を慌てて探す。去勢不妊を受けさせ

ない人へも譲ってしまうため、必然的に猫が産まれる。産ませた飼い主は外へ出して、野良化させる

ことが多い。

●捨て猫が野良化する。

●野良猫へエサを無責任に与えるだけで、去勢不妊を受けさせない者がいるため、ますます野良猫

が増える。必然的に交通事故死も増える。

４、繁殖と処分の因果関係。

産ませた飼い主は命を持て余し、一日も早く、家から追いだす目的で、もらってくれる人を探す。

かたや、譲り受けるほうは、誰しもが初めは、「一生、大切に大切に飼います」 と言うが、最後まで

飼えず、処分したり、外飼いして野良化させる飼い主が多い。

【その他】

●交尾しなければ繁殖はしないが、発情時に交尾できないと強いストレスとなり、犬の場合は無駄吠えす

る。無駄吠えが近所迷惑となり、保健所に渡す飼い主もいる。去勢避妊によって発情しなくなれば無駄吠え
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は激減する。猫の場合、去勢しないと「アォーゥアォーゥ」という変な鳴き声を出し、飼い主・ご近所共に参っ

てしまう。

●猫の場合、去勢されていないオスは強烈な臭いのスプレーをまき散らす。

●発情期には室内から逃げようと躍起になり、家に帰れなくなったり、交通事故死もある。オスはメスを

奪い合うために凄いケンカとなり、傷口からのエイズ感染が多い。オス同士はケンカで即死することもある。

●過疎地では発情したオス犬を放す飼い主がいる。檻の中にいるメスとさえも交尾してしまう。飼い主は

産まれると当然のように川へ捨てたりする。

●行政が引取拒否をすれば行政処分数は激減する。引取りを断られた飼い主が、山や川や街に捨てたり

する。街に捨てられると、無責任にエサを与えるだけの人が出てきて、繁殖と衰弱死を繰り返したり、ご近

所からの毒殺を繰り返したり、、、。よって、『行政処分ゼロ計画』では成果は上がらない。『繁殖ゼロ計画』

で成果が上がる。

地方自治体によっては引取拒否によって行政処分ゼロにし、成果を上げたように見せかる偽装動物福祉を

行っているところがある。●尚、絶滅しても動物は不幸にはなりません。すでに絶滅した動物が苦しんでい

ますか、悲しんでいますか。無の状態には苦しみも悲しみもありません。

●一例だが、姑が産ませて増やし、同居する嫁が猫を毒殺を続けていた。このような事件を避けるために

も去勢不妊は必須。市内においては、悪い飼い主が猫を増やし、ご近所が毒殺するという事件がある。

※署名は子供でもできます、空欄があっても構いません

氏 名 住 所

署名簿作成責任者

〒 960-8066福島市矢剣町 11-3星野節子 024-563-7650 （電話、ファックス）

当署名簿は当方へ送らないでください。各自でご活用ください。


